   和歌文學導論  （二○一八年六月十四日）                          担当者：黄棋秝
                                        
〇 担当箇所

　　『伊勢物語』第五段　　　十五頁⑧行目下～十六頁⑥行目

○翻字.字母

翻字十五⑧　さてよめる
字母十五⑧　左天与女流
さて、よめる、

翻字十五⑨　　　人しれぬわかかよひちのせきもりは
字母十五⑨　　　人志連奴和可加与比知乃世起毛利盤
　　　　　　　　人知れぬわが通 (かよ)ひ路 (ぢ)の関守 (せきもり)は

翻字十六①　　　よひよひことにうちもねなゝん
字母十六①　　　与比く　己止耳宇知毛祢奈ゝ无
　　　　　　　　宵 (よい)々ごとに家も寝ななむ

翻字十六②　とよめりけれはいといたうこゝろやみけ
字母十六②　登与女利介禮八以登以多宇己ゝ呂也三計
　　　　　　と詠めりければ、いといたう心やみけ

翻字十六③　りあるしゆるしてけり二条のきさきに
字母十六③　里阿留志由留知天介利○○能幾左起尓
　　　　　　り。あるじ許 (ゆる)してけり。二条の后 (きさき)に

翻字十六④　しのひてまいりけりを世のきこえあり
字母十六④　知乃比天末以利介利越○乃幾己衣安利
　　　　　　忍びて参りけるを、世の聞えあり

翻字十六⑤　けれはせうとたちのまもらせたまひけ
字母十六⑤　介礼八勢宇止多知乃末毛良世太末比計
　　　　　　ければ、兄人 (せうと)たちのまもらせたまひけ


翻字十六⑥　るとそ
字母十六⑥　流止曽
　　　　　　　るとぞ。
○注釈
さて、よめる、

【現代語訳】
そんなことで、次のような歌を詠んだ、

【語釈】

*　さて（副詞）…
　　（副詞「然」+接続助詞「て」）
一、「副詞」（「さ」で指示される内容を受けて）
*　そうして。こうして　
*　そのような状態で。そのままで。
*　そのほかの。それ以外の
　　　二、「接続詞」（全文を受けて、続いて起こる事態へと話を続けたり、話を転換したりる語）
　　　三、「感嘆詞」
　　　*　（文頭や文のきれめに用いて）なんとまあ。
　　　*　（多く、文末に用いて）…はどうだ…　
ここでは「そこで。それで。そうして。」という意味を使う。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（三省堂『詳説古語辞典』）

*　詠む（他マ四）…
　　　声を出して詩歌を唱える。詩歌を作る。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（三省堂『詳説古語辞典』）

【文法説明】

接続詞　四段動詞「詠む」
　　　　　　　の已然形      連体形
さて、　    よめ       る、
　　　                                現代語訳：そこで詠んだ（歌） 



人知れぬわが通 (かよ)ひ路 (ぢ)の関守 (せきもり)は宵 (よひ)々ごとに家も寝ななむ

【現代語訳】
人知れぬわが通ひ路の関守は宵々ごとにうちも寝ななむ（人目を忍ぶ私の通い路の関守は、毎晩毎晩、ねむってしまってほしいものだ）

【語釈】
*　ぬ（助動詞）
〔打ち消しの助動詞「ず」の連体形。
*　通 (かよ)ひ路 (ぢ)（名詞）
　　行き来する道。とくに恋人のもとに通う道。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（三省堂『詳説古語辞典』）
*　関守 (せきもり)（名詞）
関所を守る役人。和歌などで、男女の逢瀬（おうせ）を妨げるもののたとえにいうことが多い。

*　なむ（終助詞）
《接続》活用語の未然形に付く。〔他に対する願望〕…てほしい。…てもらいたい。

*　宵 (よい)々（名詞）
　　晩。また、夜に入って間（ま）もないころ。▽夜の時間区分で、「ゆふべ」の次の段階。日没から夜半ごろまでをさす。

*　家（名詞）
　　接頭語

【文法説明】
ラ行下二段活用　打消の助動詞
未然形　連体形　　　　　　　　　　　　　　　　名詞　　　　　名詞　　　　 格助詞
人　　知れ　　ぬ　　わ　　が　　通 (かよ)ひ路 (ぢ)　　の　　関守 (せきもり)　　は　　宵 (よい)々　　ごと　　に　　
名詞　　　　　　　代名詞　格助詞　　名詞　　格助詞　　　係助詞         接尾詞


接頭詞　　ナ行下二段活用
名詞　　　　連用形　　　終助詞
家　　も　　寝　　な　　なむ
　　係助詞　　　未然形　　　　　　　　　
　　　　　　強意の助動詞　　　　現代語訳：人に知られることなく私が通う道の番人は、毎晩毎晩眠っていてほしいものです 

と詠めりければ、いといたう心やみけり。あるじ許 (ゆる)してけり。

【現代語訳】
と詠んだので、女はとてもとても心を痛めた。主人は守りを解いたのだった。

【語釈】
*　あるじ（名詞）..
一、一家の長。主君。また、持ち主。
二、熟達している人。
三、（主人として）客をもてなすこと。ごちそうすること。接待。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（三省堂『詳説古語辞典』）

*　后（名詞
天皇の正妻。皇后および中宮。また、太皇太后・皇太后をもいい、女御（にようご）・更衣（こうい）などをさす場合もある。「きさい」とも。

*　いと（副詞）
一、大変。非常に。▽程度がはなはだしい。
二、〔下に打消の語を伴って〕それほど。たいして。
ここで使っているのは非常にという意味している。

*　やみ（名詞）
一、暗やみ。月の出ていない夜。闇夜。
二、（心の）乱れ。思慮分別が失われている状態。
三、煩悩に迷う世界。現世。
ここで使っているのは心の乱れという意味である。


【文法説明】　　　　　　　　　　　　　　連用形のウ音便
マ行四段活用　過去の助動詞　　　　　　　　ク活用　　　　　マ行四段活用
格助詞　已然形　　　　已然形　接続詞　　　　　　形容詞　　名詞　連用形
と　　詠め　　り　　けれ　　ば、　　いと　　いたう　　心　　やみ　　けり。　　
　　　　　　連用形　　　　　　　　　　副詞　　　　　　　　　　　　　　終止形
完了の助動詞　　過去の助動詞　　　　　　　　　　　　　　　　　過去の助動詞
名詞　　　　　　　　　　　　　　終止形　　　
あるじ　　許 (ゆる)し　　て　　けり。　　
　　　　連用形　　連用形
　サ行四段活用　完了の助動詞　　　　現代語訳：と詠んだので、（これを聞いた女は）たいそう心を病んでしまいました。（それで）主人は（男を）許したのです。

二条の后 (きさき)に忍びて参りけるを、世の聞えありければ、兄人 (せうと)たちのまもらせたまひけるとぞ。
【現代語訳】
二条の后に人目を忍んでお通い申したのだが、世間に噂が立ったので、后の御兄弟たちが（人に）守らなさったのだ、とのこと。

【語釈】
*　忍びて（副詞）..
　　　人目につかないように。こっそり。

*　兄人 (せうと)（名詞）..
一、（女性から）男兄弟をいう語。兄または弟。
二、男兄弟。後世は兄を指す。

*　給 (たま)ひ（他ハ四）（補動ハ四）
一、〔動詞や助動詞「る」「らる」「す」「さす」「しむ」の連用形に付いて〕…てくださる。お…になる。お…なさる。▽尊敬の意を表す。
　　（他ハ下二）（補動ハ下二）

*　世（名詞）
一、世間。世の中。社会。二、（人の）一生。生涯。三、男女の仲。夫婦の仲。などの意味がある。
ここで使っているのは世間と意味している。

*　まもらせ（他ラ四）
一、見張る。警戒する。気をつける。守る。
二、目を放さず見続ける。見つめる。見守る。
ここで使っているのは見張ると意味している。

【文法説明】
               バ行上二段活用        過去の助動詞　　　　　　　　　　ラ行変格活用                  
   名詞　　　　格助詞   連用形 接続詞         連体形                        連用形
二条の后 (きさき)　　に　　忍び　　て　　参り　　ける　　を、　　世　　の　　聞え　　あり　　
　　　　　　                    連用形         格助詞　名詞　格助詞　名詞
                            ラ行四段活用
使役の助動詞                         使役の助動詞      過去の助動詞
 連用形           名詞        格助詞         連用形          連体形  格助詞
けれ　　ば、　　兄人 (せうと)たち　　の　　まもら　　せ　　たまひ　　ける　　と　　ぞ。
　　　  接続詞                    未然形     ハ行四段活用、連用形       係助詞
                            ラ行四段活用     尊敬の補助動詞

【現代語訳】（この話は、男が）二条の后のところにお忍びで参上したのを、世間の噂があったので、（二条の后の）兄達が、（その道を家来に）見張らせなさったということです。 
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